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報道関係各位 

「消防職員の労働組合を結成する権利」に関する意識調査 

日本労働組合総連合会（略称：連合、所在地：東京都千代田区、会長：神津 里季生）は、「消防職員の労働組

合を結成する権利」に対して、どのように思われているのかを把握するため、2017年2月1日～2月6日の6日間、

「『消防職員の労働組合を結成する権利』に関する意識調査」を、インターネットリサーチにより実施し、全国の20歳

以上の男女（公務員を除く）1,000名の有効サンプルを集計しました。（調査協力機関：ネットエイジア株式会社） 

 

・公務員に労働組合があること 半数以上が「知らない」、 

認知率は世代が上がるにつれ高くなる傾向 

・公務員に労働組合があることによって期待されること 

1位は「業務効率や行政サービスの向上」 

・消防職員に期待すること 

トップは「災害対応の迅速性」で7割、「業務に対する熱意・意欲」が約6割に 

・消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべき 賛成51.9% 反対5.8% 

・賛成する理由 

「働きやすい職場環境」「サービスの質の向上」「倫理観・責任感・意欲の向上」 

 

◆公務員に期待すること （P.2） 

・トップは「倫理観・責任感・使命感」で約6割、「業務に対する熱意・意欲」が約半数に 

公務員に期待することに男女差 女性は「業務の専門知識や技術・技能」を期待 

 

◆公務員の労働組合について （P.3-P.4） 

・公務員に労働組合があること 半数以上が「知らない」、認知率は世代が上がるにつれ高くなる傾向 

・公務員に労働組合があることの認知率 労働組合加入者・加入経験者では約6割 

・公務員に労働組合があることによって期待されること 1位は「業務効率や行政サービスの向上」 

60代では「労使で責任を持つ業務体制の構築」がトップに 

・公務員に労働組合があることによって心配されること 「人件費の増加」が1位 

 

◆消防職員に期待すること （P.5） 

・トップは「災害対応の迅速性」で7割、「業務に対する熱意・意欲」が約6割に 

 

◆消防職員の労働組合結成について （P.6-P.8） 

・消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべき 賛成51.9% 反対5.8% 

労働組合加入者・加入経験者では3人に2人が賛成、加入未経験者でも賛成は半数近くに 

・賛成する理由 「働きやすい職場環境」「サービスの質の向上」「倫理観・責任感・意欲の向上」 

・反対する理由 「本来業務に支障」「指揮命令や部隊内信頼関係への悪影響」「サービスの質の低下」  

2017年 2月 16日 
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≪公務員に期待すること≫ 

◆公務員に期待すること トップは「倫理観・責任感・使命感」で約6割、「業務に対する熱意・意欲」が約半数に 

公務員に期待することに男女差 女性は「業務の専門知識や技術・技能」を期待 

 

まず、全国の20歳以上の男女（公務員を除く）1,000名に、公務員に期待することは何かを聞いたところ、「倫理

観・責任感・使命感」が最も多く57.7%、次いで、「業務に対する熱意・意欲」が47.5%、「住民への奉仕の精神」が

43.0%、「柔軟なものの見方・創意工夫」が41.9%、「行政の透明性に対する意識」が40.8%となりました。モラルを持っ

て、与えられた任務をやり遂げてほしいと感じている人が多いようです。 

男女別にみると、「住民への奉仕の精神」は女性 39.0%、男性 47.0%と男性のほうが高く、「業務の専門知識や技

術・技能」は女性 42.6%、男性 35.4%と女性のほうが高くなる傾向がみられました。住民のために尽くしてほしいと考

えるのは男性、担当業務のプロとして働いてほしいと考えるのは女性のほうが多いようです。 

世代別にみると、60代では、すべての項目において他の世代に比べて高い傾向がみられました。60代の公務員

に対する期待は、他の世代より大きいようです。 
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◆公務員に期待すること ［複数回答形式］
※「その他」「特にない」「わからない」は割愛

倫理感・責任感
・使命感

業務に対する
熱意・意欲

住民への
奉仕の精神

柔軟な
ものの見方
・創意工夫

行政の
透明性に
対する意識

業務の
専門知識や
技術・技能

コスト意識
・効率的な
業務姿勢

全体 1000 57.7 47.5 43.0 41.9 40.8 39.0 38.6
性 女性 500 57.8 50.0 39.0 45.0 40.8 42.6 36.4
別 男性 500 57.6 45.0 47.0 38.8 40.8 35.4 40.8

20代 200 48.5 41.0 32.5 31.5 28.5 29.5 26.5
30代 200 56.5 44.0 36.5 39.0 40.0 36.0 32.5
40代 200 52.5 42.0 44.5 38.5 40.5 32.5 40.5
50代 200 63.0 49.5 44.0 46.5 44.0 43.5 46.0
60代 200 68.0 61.0 57.5 54.0 51.0 53.5 47.5

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

世
代
別

調査結果 



 

 

 

3 

≪公務員の労働組合について≫ 

◆公務員に労働組合があること 半数以上が「知らない」、認知率は世代が上がるにつれ高くなる傾向 

◆公務員に労働組合があることの認知率 労働組合加入者・加入経験者では約6割 

 

続いて、公務員の労働組合について聞きました。 

 

まず、全回答者（1,000 名）に、公務員にも労働組合があることを知っているか聞いたところ、知っている人（「は

い」）が 46.4%、知らない人（「いいえ」）が 53.6%となり、知らない人のほうが多い結果となりました。 

世代別にみると、知っている人の割合は世代が上がるにつれ高くなる傾向がみられ、最も低い 20代では 35.0%と

3人に 1人の割合でしたが、最も高い 60代では 67.5%と 3人に 2人の割合となりました。 

 

 
 

 

また、労働組合の加入経験別にみると、加入中・過去に加入していた人では、知っている人は 57.8%、加入経験

がない人では、知っている人は 45.2%となりました。 
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◆公務員にも労働組合があることを知っているか ［単一回答形式］

性

別
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全体【n=1000】

加入中
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【n=358】

加入経験なし

【n=496】

わからない

【n=146】

はい いいえ
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加
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経
験
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◆公務員にも労働組合があることを知っているか ［単一回答形式］
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◆公務員に労働組合があることによって期待されること 1位は「業務効率や行政サービスの向上」 

60代では「労使で責任を持つ業務体制の構築」がトップに 

◆公務員に労働組合があることによって心配されること 「人件費の増加」が 1位 

 

次に、全回答者（1,000名）に、公務員に労働組合があることにより期待されること、心配されることを聞きました。 

 

まず、公務員に労働組合があることにより期待されることを聞いたところ、「業務効率や行政サービスの向上」が

最も多く 45.6%、次いで、「労使で責任を持つ業務体制の構築」が 38.7%、「職員の士気向上や優秀人材の確保」が

35.7%と続きました。公務員に労働組合があることで、公務員の業務効率やサービスの質が上がることを期待して

いる人が多いようです。 

世代別にみると、「労使で責任を持つ業務体制の構築」は世代が上がるにつれ高くなり、60 代では最も期待され

ることになりました。公務員に労働組合があることによって、労使が互いに責任を持って業務にあたることを期待す

る人は 60代で 6割近くを占めています。 

 

 
 

一方、全回答者（1,000 名）に、公務員に労働組合があることにより心配されることを聞いたところ、「人件費の増

加」が最も多く 41.9%、次いで、「業務効率や行政サービスの低下」が 27.4%、「業務に対する熱意・意欲の低下」が

25.4%となり、公務員の人件費が増えることを心配する人が多い結果となりました。 
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◆公務員に労働組合があることによって期待されること ［複数回答形式］
※「その他」「特にない」「わからない」は割愛

業務効率や
行政サービスの向上

労使で責任を持つ
業務体制の構築

職員の士気向上や
優秀人材の確保
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◆公務員に労働組合があることにより心配されること ［複数回答形式］
※「その他」「特にない」「わからない」は割愛

人件費の増加
業務効率や

行政サービスの低下
業務に対する

熱意・意欲の低下
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≪消防職員に期待すること≫ 

◆消防職員に期待すること トップは「災害対応の迅速性」で7割、「業務に対する熱意・意欲」が約6割に 

 

次に、全回答者（1,000名）に、消防職員が置かれている状況や諸外国の消防職員の労働組合の結成状況を提

示（※）し、消防職員に対する期待や消防職員の労働組合の結成について聞きました。 

 

まず、全回答者（1,000名）に、消防職員に期待することは何か聞いたところ、「災害対応の迅速性」が最も多く

71.1%、次いで、「業務に対する熱意・意欲」が57.0%、「倫理観・責任感・使命感」が54.4%と続きました。「災害対応の

迅速性」が7割以上と頭ひとつ抜け出す形となり、災害時に迅速に対応してもらうことを期待している人は多いよう

です。 

世代別にみると、60代はすべての項目において他の世代より高く、60代の消防職員に対する期待の大きさが窺

えました。 

 

 
 

※アンケートで提示した文章 
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◆消防職員に期待すること ［複数回答形式］
※「その他」「特にない」「わからない」は割愛

災害対応の
迅速性

業務に対する
熱意・意欲

倫理観・責任感・
使命感

業務の専門知識や
技術・技能

災害の
予防活動強化

住民への
奉仕の精神

全体 1000 71.1 57.0 54.4 50.5 46.6 33.1
性 女性 500 74.0 57.6 54.0 55.0 46.4 31.2
別 男性 500 68.2 56.4 54.8 46.0 46.8 35.0

20代 200 66.5 48.5 46.0 38.0 43.0 28.0
30代 200 67.0 54.5 49.5 46.5 44.0 29.0
40代 200 67.0 59.0 51.0 49.5 46.5 32.5
50代 200 69.5 54.5 59.5 52.0 44.0 33.5
60代 200 85.5 68.5 66.0 66.5 55.5 42.5

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

世
代
別

2015年中の火災等への出動回数は36秒に1回、救急出動回数は5.2秒に1回、搬送人員は国民23人に1人と

増加しており、救急車の平均到着時間も8.6分と延伸しています。また、近年では大規模災害も頻発しており、国

民の生命・財産を守る消防体制の整備が課題となっています。 

 

他方、消防職員は労働組合すら結成できず、厳しい職場環境下で業務に従事しています。政府による諸外国

消防の調査では、対象 21 ヵ国中、軍人が消防を担うブラジル等以外の 18 ヵ国に労働組合があり、その状況で

任務が完遂されていることからも、日本の消防職場は国際的にも異例な状況にあると言えます。 
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≪消防職員の労働組合結成について≫ 

◆消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべき 賛成51.9% 反対5.8% 

労働組合加入者・加入経験者では3人に2人が賛成、加入未経験者でも賛成は半数近くに 

◆賛成する理由 「働きやすい職場環境」「サービスの質の向上」「倫理観・責任感・意欲の向上」 

◆反対する理由 「本来業務に支障」「指揮命令や部隊内信頼関係への悪影響」「サービスの質の低下」 

 

そして、全回答者（1,000名）に、消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべきだと思うか聞いたところ、

「認めるべき」が51.9%、「認めるべきではない」が5.8%、「どちらともいえない」が42.3%となりました。半数以上の人が、

消防職員の労働組合を認めるべきだと考えているようです。また、「どちらともいえない」が4割以上と少なくはなく、

判断が難しい問題でもあるようです。 

男女別にみると、「認めるべき」は女性54.0%、男性49.8%となり、女性のほうが高くなりました。 

また、世代別にみると、いずれの世代でも「認めるべき」が半数以上（20代53.5%、30代52.0%、40代51.5%、50代

52.0%、60代50.5%）という結果となりました。 

 

 
 

 

また、労働組合の加入経験別にみると、加入中・過去に加入していた人では「認めるべき」が 64.0%と 3人に 2人

の割合となり、加入経験がない人でも「認めるべき」は 47.8%となりました。労働組合への加入経験がない人でも、

消防職員の労働組合を認めるべきだと考えている人は半数近くを占めているようです。 
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◆消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべきだと思うか ［単一回答形式］
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◆消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべきだと思うか ［単一回答形式］
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では、消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべきだと思う理由、認めるべきではないと思う理由とは、

それぞれどのようなものなのでしょうか。 

 

認めるべきと回答した人（519名）に理由を聞いたところ、「職員が働きやすい職場環境の構築」が最も多く78.2%、

次いで、「消防サービスの質の向上」が57.6%、「職員の倫理観・責任感・意欲の向上」が41.4%となりました。消防職

員が働きやすい職場環境を作るために労働組合の結成を認めるべきだと考えている人が多いようです。 

男女別にみると、「職員が働きやすい職場環境の構築」は女性82.6%、男性73.5%と、女性のほうが高くなりまし

た。 

世代別にみると、60代では、「職員が働きやすい職場環境の構築」が他の世代より高く85.1%となり、「日本国憲

法で保障された権利」も52.5%で他の世代より高くなりました。労働組合をつくることは憲法で保障されているのだか

ら、消防職員にも認められるべきだと考える60代は多いようです。 
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◆消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべきだと思う理由 ［複数回答形式］

対象：消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべきだと思う人
※「その他」は割愛

職員が働きやすい
職場環境の構築

消防サービスの
質の向上

職員の倫理観・
責任感・意欲の

向上

日本国憲法で
保障された権利

国連労働
専門機関（ILO）
勧告の遵守

諸外国では
当然のこと

全体 519 78.2 57.6 41.4 32.6 16.4 10.4
性 女性 270 82.6 57.4 39.6 33.0 15.6 9.6
別 男性 249 73.5 57.8 43.4 32.1 17.3 11.2

20代 107 74.8 57.0 45.8 29.9 17.8 11.2
30代 104 76.0 66.3 36.5 18.3 13.5 6.7
40代 103 77.7 61.2 44.7 26.2 14.6 6.8
50代 104 77.9 57.7 39.4 36.5 14.4 11.5
60代 101 85.1 45.5 40.6 52.5 21.8 15.8

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

世
代
別
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一方、認めるべきではないと回答した人は少数（58名）でしたが、その理由を聞いたところ、「組合活動で本来業

務に支障を来す」が最も多く46.6%、次いで、「指揮命令や部隊内信頼関係への悪影響」が44.8%、「消防サービスの

質の低下」が37.9%と続きました。消防職員が労働組合を結成することで、本来の業務に支障が出ることを心配し、

反対した人が多いようです。 

 

 

 

 

また、どちらともいえないと回答した人（423名）にも理由を聞いたところ、「権利としては認めたほうがいいと思う

ものの、災害時の活動に支障が出たら困る」といった思いから、認めるべきとも認めるべきではないともいえない、

という人が多い様子が窺えました。 

 

 

46.6 44.8 
37.9 34.5 

0%
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50%

75%

100%

全体【n=58】

◆消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべきではないと思う理由 ［複数回答形式］

対象：消防職員に「労働組合を結成する権利」を認めるべきではないと思う人
※「その他」は割愛

組合活動で
本来業務に支障を来す

指揮命令や
部隊内信頼関係への

悪影響

消防サービスの
質の低下

職員の倫理観・
責任感・意欲の低下

◆消防職員の「労働組合を結成する権利」について、認めるべきとも認めるべきではないともいえない理由 ［自由回答形式］

対象：消防職員の「労働組合を結成する権利」について「どちらともいえない」と回答した人 ※一部回答を抜粋

回答内容 性別 年齢

消防職員にも労働者の権利はあるが、組合活動に時間を費やしてほしくない。
別の形で権利を行使できる仕組みがあればよいのだが…

女性 31歳

権利はあると思うが、ストライキとかに繋がると、大変困る。 女性 45歳

現状は気の毒だと思うし、労働組合があってもいいかなと思う反面、
万が一（ないと思いたいが）災害の最中にストライキを起こされても困ると思うため。

女性 47歳

人間としての、最低限の権利、生活を守られるべきと、思う反面、
災害時などで主義主張を前面に出されたりもどうなのかなあと思うから。

男性 54歳

外国では、ストをして、災害時に対応できない時があるという、ニュースを見るので。 女性 61歳

良い事もあると思いますが、全てがそうであるとは思いませんので。
権利を強く主張するようになり、傲慢になる可能性も懸念されますので。

女性 63歳

火災が発生した時にストライキ中で、消火活動に支障をきたすことが懸念される。 男性 69歳
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◆調査タイトル ：「消防職員の労働組合を結成する権利」に関する意識調査 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 

20歳以上の男女（公務員を除く） 

◆調査期間 ：2017年2月1日～2月6日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル 

 

◆実施機関 ：ネットエイジア株式会社 

 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、「連合調べ」と 
付記のうえご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

連合（日本労働組合総連合会） 

 

総合政策局 経済政策局  担当：内藤、中野 

TEL  ：03-5295-0521 

E メール ：jtuc-keizai@sv.rengo-net.or.jp 

 

総合企画局 企画局  担当：山根 

TEL  ：03-5295-0510 

E メール ：jtuc-kikaku@sv.rengo-net.or.jp 

 

受付時間 ：10 時 00 分～17 時 30 分（月～金） 

 

 

組織名 ：連合(日本労働組合総連合会) 

代表者名 ：会長 神津 里季生 

発足  ：1989 年 11 月 

所在地 ：東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 連合会館 

業務内容 ：すべての働く人たちのために、希望と安心の社会をつくる 

■■連合(日本労働組合総連合会) 概要■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■調査概要■■ 


